
令和６年７月１７日 

１６：４０～１８：００ 

伊丹市立昆陽里小学校 

 

令和６年度第１回運営協議会 議事録 

 

出席委員：９名、校長 

欠席委員：１名 

校  長： 

陪  席：市教委２名 

次第 

 

１ 開会 

２ 会長あいさつ   会長  

３ 委員紹介 

４ 内容 

（１） 学習状況（ＣＲＴ検査の結果）について 

（２） 地域の見守りについて 

（３） その他 

５ 閉会 

 

【会に先立ち市教委から伊丹の教育について説明】 

〇今年度から、例年開催している教育ト

ークとコミュニティ・フォーラムを合

わせて行うことにした。 

〇中学校給食の無償化する。その後、小

学校も無償化にする。 

〇不登校対策に力を入れている。現在、

中学校の長期欠席者は１０％を超えて

いる。 

〇令和７年度から民間の児童クラブも入

ってくる。児童クラブを新設。 

〇デジタル図書館を始める。タブレットで読める。自宅で、無料で本を借りられる。 

〇電子教科書を導入している。 

〇令和６，７年度で体育館の空調設備を導入する。昆陽里小は令和７年度。 

〇部活動の地域移行について、順次保護者説明会を開催している。令和８年度総合体育大

会後の新チームから（現小学校６年生が中学２年生）完全に移行する。 

 



１ 開会【司会】 

 

２ 会長あいさつ【会長】 

〇昨年度を振り返りながら話したい。 

〇学校運営協議会の持ち方として一番楽なのは、「学校からの説明や子どもたちの様子を

聞く」、「委員が、時々、質問する」のような形で進行することである。 

〇１回目に学校の方針を聞き、２回目に協議があり、３回目に１年のまとめをする、とな

ると、全３回の中では、何かをしようと思ってもできない。開催回数を増やすことも難

しい。 

〇学校運営協議会は、教師の業務改善のための会ではない。本来の業務内容をしっかり務

めるための支援を考える会である。 

〇こやっ子安全マップを更新したり、スポーツクラブ２１が自由プールをしたりすること

で家庭とつながるなど、各団体が持っている情報や取り組みを学校運営協議会が中心と

なってコーディネートすることができれば、子どもの居場所をつくれるのではないか。 

 

３ 委員紹介 

委員１名交代 

 

４ 内容 

（１）学習状況（ＣＲＴ検査の結果）について【校長】 

・例年は、この学校運営協議会で授業を参観していただいていたが、時間を変更し職員

への委員紹介を行った。ＣＲＴ検査は５月１０日に１年生以外の学年で実施した。検

査の内容が前年度の学習内容の調査なので、１年生は実施できない。 

・別紙の結果について説明。全国の平均得点率との比較では、２，３年生がほぼ全国と

同じ、４，５，６年生は少し下回っている。学年別階層出現率については、４，５，

６年生で下位層の出現率が高く上位層の出現率が低い。 

・これらの結果を研究部会で分析しており、夏休みの補充学習に生かしたい。特に、中

学年（３年生～）に対する指導に力を入れたい。 

・【会長】検査は市内全校で実施しているのか。 

→全校ではない。 

・【会長】領域別といっても、教科が変わ

ると経年比較は意味がないのでは？ 

・【委員】保護者としては、結果が分かり

づらく、対処についてもどこをどうした

ら良いのか分からない。尼崎市では、解

答用紙のコピーが返ってくるが、そのよ

うなことはないのか。 

→問題、解答など、すべて業者に渡す

ので、手元に資料は残らない。 



・【委員】（土曜学習から）子どもたちは「面倒くさい」と思ってやっている子どもも多

いように感じる。例えば、文字を書くのも面倒くさがって丁寧に書かないので、後で

自分が書いた文字を間違えて読むことも多い。 

・【委員】そのとおり。自分の子どもを見ていても、きれいに書こうとしない。 

・【委員】例えば、テストで途中まで問題を読んで、最後まで読まずに解答してしま

う。結果、間違えることがよくある。 

・【委員】仕事で必要な計算もたくさんある。説明するとできる。ヒントは問題の中に

あるが、それを読み取れない、気が付かない。 

・【会長】国語の読解力とテスト問題の読解力は異なる。放課後学習で見ていると、他

人の言うことはよく聞く、というのもある。 

・【委員】中学生が小学生に勉強を教えに行く取り組みがある。中学生の言うことはよ

く聞いている。校区中と合同で土曜学習を開催するのもありではないか。 

（２）地域の見守りについて 

・【委員】スポーツクラブ２１はボランティアを募り、保護者とつながろうとしてい

る。自治協と保護者のつながりも何とかつくれないか。 

・【会長】何年後かには、ＰＴＡがなくなる？！地域も同様の危惧がある。 

・【委員】地域は疲弊している。限界は来ている。自治会内でも、自分が会長を降りた

ら後を引き継いでくれる者がいない。 

・【会長】ＰＴＡの会員を増やす、自治会員を増やす努力をしなければならない。だか

ら、各団体が持っている子どもの居場所を１つにまとめられないか。 

  →１つにまとめる、というよりも、自治協は特にそのようなものは持っていないの

で、各団体がそれぞれに発信して情報交換を密にする形もあるのでは。 

・【委員】ＰＴＡ連合会からの要望や研修会への参加要請がきつい。自分たちの生活を

続けたり守ったりすることで精一杯。勉強会などには行けない。 

・【会長】第２回学校運営協議会には、各団体が令和７年度分の行事予定を持ち寄り、

学校が１つにまとめ、それを各団体が発信する、という流れにしたい。 

（３）その他 

特になし 

 

５ 閉会 

次回の日程は未定。後日調整のうえ連絡する。 

 

 

 


